
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、体育科の学習で「リレー」に取り組んでいます。体育科の

学習は、どうしても得意、不得意が生じてしまいます。その中で

も「短距離走」のような走競技は、速さが目に見えてしまうの

で、子どもたちの好き嫌いがはっきり分かれてしまいます。そこ

で今回は、単なる「走力」ではなく「バトンパス」という技術に

焦点を当てることで、「みんなが上手くなることを感じられる機

会にすることができる」と考え、子どもたちと「リレー」の学習

に取り組むことにしました。 

今回はチーム間の競争も大切にしつつ、「自分たちの記録をど

れだけ伸ばせるか」という課題と向き合うことにしました。１回

目のリレーの後、子どもたちから「次の走者とぶつかってしま

う」「バトンパスの際の距離感が掴めない」という課題が挙がり

ました。子どもたちと「この課題を解決したら記録が伸びるかも

しれない」と確認して、「バトンパスをスムーズに行うためには

どうしたらよいのか」について探究しました。子どもたちはバト

ンパスの練習を繰り返す中で、「次の走者が前の走者のスピード

を捉えて、走り出すタイミングを見付けられるとスムーズにバト

ンを渡すことができる」と気付いていきました。 

「バトンパス」という技術と向き合い、みんなで課題解決に向

けて取り組んでいけると、「走力」という一人ひとりの「ちが

い」を受け入れながら、みんなで高め合えるということを学ぶこ

とができました。これからも「ちがい」を否定し合うのではな

く、受け入れながら学び続けていけるように努めていきます。 
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